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観
光
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
策 

第
３
回 

地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
結
果
か
ら 

第３回 地域シンクタンク・モニター調査結果から 

五所川原市の立倭武多 

 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
は
、
総
合
的

な
労
働
政
策
研
究
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
よ

り
「
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
」
を

実
施
し
て
い
る
。 

 

本
制
度
は
、
地
域
に
軸
足
を
お
い
た
調
査

研
究
活
動
を
実
施
す
る
九
つ
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク（
組
織
名
は
文
末
参
照
）か
ら
、
四
半
期
ご

と
に
雇
用
・
労
働
情
報
を
収
集
し
、
本
誌
上

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
す
る
も
の
だ
。 

　
今
回
は
、
八
月
下
旬
に
回
答
い
た
だ
い
た

第
三
回
モ
ニ
タ
ー
結
果
か
ら
、
前
半
で
各
地

の
観
光
振
興
を
、
後
半
で
地
域
の
経
済
・
雇

用
動
向
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

　
政
府
は
観
光
立
国
を
宣
言
し
、
観
光
を
通

じ
た
地
域
活
性
化
を
推
進
し
て
い
る
。
今
回

の
調
査
で
は
、
自
治
体
を
中
心
と
す
る
地
域

の
観
光
振
興
策
を
尋
ね
た
。 

 

青
森
公
立
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

、

五
所
川
原
市
で
明
治
時
代
の
ね
ぶ
た
祭
り
を

復
活
さ
せ
、
観
光
客
を
急
増
さ
せ
た
レ
ポ
ー

ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

   

巨
大
ね
ぶ
た
が
復
活 

 
東
北
三
大
祭
り
の
ひ
と
つ
「
ね
ぶ
た
祭
り
」

は
、
今
年
も
全
国
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
集

め
た
。
県
内
数
あ
る
「
ね
ぶ
た
祭
り
」
の
内
、

一
番
の
集
客
力
を
誇
る
の
は
「
青
森
ね
ぶ
た
」

だ
。
今
年
は
八
月
二
日
〜
七
日
に
開
催
さ
れ
、

延
べ
三
三
五
万
人（
対
前
年
比
二
八
万
減
）が

訪
れ
た
。
県
内
に
は
他
に
、「
弘
前
ね
ぷ
た
」、

「
黒
石
ね
ぷ
た
」
な
ど
が
あ
り
、
今
回
モ
ニ

タ
ー
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
の
は
五
所
川
原
市

の
立
倭
武
多（
た
ち
ね
ぶ
た
）。
過
去
の
記
録

に
よ
る
と
、
祭
り
は
明
治
か
ら
大
正
初
期
に

か
け
て
開
催
さ
れ
て
い
た
。
高
さ
二
○
メ
ー

ト
ル
に
も
及
ぶ
巨
大
な
ね
ぶ
た
が
市
内
を
練

り
歩
く
姿
は
、
遠
く
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
大
正
時
代
に

入
り
電
線
の
普
及
と
共
に
、
巨
大
ね
ぶ
た
は

姿
を
消
し
た
。
市
は
当
時
の
写
真
を
手
が
か

り
に
立
倭
武
多
を
復
元
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。 

 

地
域
住
民
の
協
力
も
得
て
、
祭
り
が
消
滅

し
て
か
ら
一
世
紀
が
す
ぎ
た
一
九
九
八
年
、

五
所
川
原
の
立
倭
武
多
は
蘇
っ
た
。
タ
テ
長

の
巨
大
な
山
車
が
、
狭
い
商
店
街
を
運
行
す

る
姿
は
圧
巻（
写
真
参
照
）。
今
年
の
観
光
客

数
は
一
六
二
万
人（
前
年
比
二
四
万
人
増
加
）

で
、
弘
前
ね
ぷ
た（
一
六
一
万
人
）を
わ
ず
か

七
年
で
上
回
っ
た
。
観
光
客
急
増
の
理
由
は
、

伝
統
的
な
ね
ぶ
た
が
這
い
つ
く
ば
っ
た
形
を

し
て
い
る
の
に
対
抗
し
、
高
さ
を
競
う
勇
壮

な
山
車
に
し
た
こ
と
、
踊
り
や
お
囃
子
を
独

自
に
創
作
し
た
こ
と
、
常
設
展
示
館
を
開
設

し
た
こ
と
な
ど
だ
。
青
森
県
五
所
川
原
市
の

立
倭
武
多
は
、
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
短

期
間
に
観
光
客
を
増
や
す
こ
と
に
成
功
し
た

事
例
と
い
え
る
。 

   

温
泉
の
集
客
力
ア
ッ
プ 

 

北
陸
経
済
研
究
所
か
ら
は
、
地
域
の
有
力

な
観
光
資
源
で
あ
る
温
泉
を
活
用
し
た
地
域

振
興
策
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

　
富
山
県
の
宇
奈
月
温
泉
で
は
、
冬
季
は
雪

の
た
め
温
泉
客
が
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
宇

奈
月
町
は
、
地
元
の
富
山
地
方
鉄
道
と
連
携

し
、
冬
季
に
「
温
泉
無
料
電
車
」
を
運
行
。

温
泉
利
用
者
は
、
観
光
協
会
が
配
布
す
る
引

換
券
で
富
山
地
方
鉄
道
に
乗
車
し
、
宇
奈
月

温
泉
駅
で
下
車
す
る
と
、
電
車
賃
は
無
料
と

な
る
。
費
用
は
、
町
の
観
光
協
会
と
鉄
道
会

社
が
負
担
。
温
泉
無
料
電
車
の
運
行
に
よ
り
、

冬
季
の
温
泉
宿
泊
客
が
前
年
と
比
べ
て
五
三

％
も
増
え
、
集
客
力
ア
ッ
プ
に
成
功
し
た
。 

 

石
川
県
の
山
中
温
泉
で
は
、
「
浴
衣
を
着

て
下
駄
を
履
い
て
散
策
す
る
」
温
泉
街
づ
く

り
が
進
ん
で
い
る
。
大
型
化
し
た
旅
館
内
に

宿
泊
客
を
囲
い
込
む
温
泉
が
多
い
中
、
「
情

緒
と
癒
し
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
行
政
と
連

携
し
た
街
並
み
作
り
を
推
進
。
地
場
産
業
の

漆
器
屋
な
ど
が
軒
を
連
ね
る
街
並
み
散
策
コ

ー
ス
な
ど
数
種
類
の
散
策
コ
ー
ス
を
整
備
。

無
料
の
周
遊
バ
ス
も
運
行
し
て
、
温
泉
街
全

体
の
魅
力
を
高
め
る
街
作
り
を
通
し
て
、
観

光
客
の
増
加
を
狙
う
。 

   

住
民
主
導
の
観
光
振
興
策 

 

行
政
主
導
で
観
光
振
興
が
進
む
地
域
が
あ

る
中
、
地
域
住
民
が
積
極
的
に
観
光
振
興
に

取
り
組
む
事
例
を
尋
ね
た
。 

 

大
阪
の
商
店
街
が
取
り
組
ん
で
い
る
修
学

旅
行
生
誘
致
策
を
報
告
し
た
の
は
関
西
社
会

経
済
研
究
所
。
大
阪
市
内
に
は
、「
占
い
」
の

福
島
、「
天
下
の
台
所
」
の
黒
門
な
ど
全
国
的

知
名
度
が
高
い
商
店
街
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。

し
か
し
近
年
は
、
か
つ
て
の
賑
わ
い
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
若
い
人
を
商
店
街

に
回
帰
さ
せ
る
起
死
回
生
策
と
し
て
、
地
元

商
店
街
主
導
で
、
修
学
旅
行
生
誘
致
策
を
開

始
し
た
。
各
地
の
商
店
で
、
二
〜
三
人
の
修

学
旅
行
生
を
受
け
入
れ
、
数
日
間
店
員
を
経

験
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
だ
。
負
担
も
大
き
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地
域
の
経
済
・
雇
用
動
向 

第３回 地域シンクタンク・モニター調査結果から 

黒川温泉 

い
が
、
街
全
体
の
活
性
化
の
た
め
に
各
商
店

は
積
極
的
に
協
力
。
店
員
体
験
を
し
た
中
高

生
の
間
で
評
判
が
高
ま
り
、
西
日
本
か
ら
の

修
学
旅
行
生
が
増
加
し
た
。 

　
九
州
経
済
調
査
協
会
か
ら
は
、
黒
川
温
泉

の
レ
ポ
ー
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。
熊
本
県
阿
蘇

郡
南
小
国
町
の
山
間
部
、
渓
流
沿
い
に
二
○

数
件
の
温
泉
旅
館
が
建
ち
並
ぶ
黒
川
温
泉
。

か
つ
て
は
温
泉
客
も
少
な
く
、
閑
古
鳥
が
鳴

い
て
い
る
時
期
も
あ
っ
た
。
「
こ
の
ま
ま
で

は
旅
館
が
つ
ぶ
れ
る
」
と
危
機
感
を
抱
い
た

旅
館
経
営
者
ら
が
一
九
八
六
年
、
温
泉
街
全

体
で
街
お
こ
し
を
開
始
し
た
。
街
全
体
を
一

つ
の
旅
館
と
考
え
、
黒
川
温
泉
全
体
の
魅
力

を
高
め
る
取
り
組
み
を
展
開
。
植
樹
名
人
の

後
藤
氏
と
も
連
携
し
、
街
の
あ
ち
こ
ち
に
コ

ナ
ラ
や
カ
エ
デ
な
ど
を
植
え
、
緑
豊
か
な
温

泉
街
を
作
り
あ
げ
た
。
九
三
年
に
は
温
泉
地

の
九
州
一
、
○
二
年
に
は
全
国
一
の
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
、
現
在
で
は
年
間
一
○
○
万
人
以

上
が
訪
れ
、
住
民
主
導
の
街
作
り
は
成
功
を

お
さ
め
た
。 

   

外
国
人
観
光
客
誘
致
の
取
り
組
み 

 

政
府
は
、
「
観
光
立
国
」
政
策
の
柱
と
し

て
二
○
一
○
年
に
外
国
人
旅
行
客
数
一
千
万

人
を
目
指
し
て
い
る
。
各
地
域
の
外
国
人
観

光
客
誘
致
の
取
り
組
み
を
聞
い
て
み
た
。 

 

北
海
道
二
一
世
紀
総
合
研
究
所
か
ら
は
、

外
国
人
ス
キ
ー
客
増
加
の
リ
ポ
ー
ト
が
あ
が

っ
た
。 

 

北
海
道
は
、
ス
キ
ー
が
一
大
観
光
産
業
だ

。

国
内
ス
キ
ー
人
口
が
減
少
す
る
中
、
日
本
と

季
節
が
逆
転
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の

ス
キ
ー
客
が
急
増
し
て
い
る
。
二
○
○
三
年

度
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
観
光
客
（
七

七
五
○
人
）
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
三
倍
強

に
達
し
、
そ
の
ほ
ど
ん
ど
が
ス
キ
ー
客
だ
。

外
国
人
ス
キ
ー
客
の
急
増
の
流
れ
を
受
け
、

今
年
一
一
月
か
ら
は
カ
ン
タ
ス
航
空
が
新
千

歳
か
ら
ケ
ア
ン
ズ
へ
の
直
行
便
を
再
開
。
ま

た
、
東
急
不
動
産
は
、
所
有
す
る
ス
キ
ー
場

（
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
花
園
ス
キ
ー
場
）
を
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ス
キ
ー
会
社
に
売
却
す
る
な

ど
、
北
海
道
の
冬
季
観
光
産
業
の
起
爆
剤
と

し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
ス
キ
ー
客
誘
致
策

を
進
め
て
い
る
。 

 

青
森
公
立
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
、
韓
国
人
旅
行
客
増
加
の
レ
ポ
ー
ト
が
寄

せ
ら
れ
た
。
青
森
空
港
か
ら
は
、
海
外
便
が

ソ
ウ
ル
行
き
週
三
便
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
行
き

が
週
二
便
運
航
し
て
い
る
。
ソ
ウ
ル
便
は
、

二
年
程
前
ま
で
は
、
青
森
か
ら
ソ
ウ
ル
へ
の

日
本
人
客
が
中
心
で
、
韓
国
人
の
乗
客
が
少

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
県
と
市
は
青
森
の
観

光
Ｐ
Ｒ
を
ソ
ウ
ル
市
内
で
積
極
的
に
展
開
。

県
と
市
が
連
携
し
た
外
国
人
向
け
観
光
振
興

が
実
を
結
び
、
ソ
ウ
ル
か
ら
の
観
光
客
が
増

加
。
空
港
、
ホ
テ
ル
で
も
ハ
ン
グ
ル
の
表
記

を
増
や
し
観
光
客
受
け
い
れ
体
制
を
拡
充
し

て
い
る
。 

 

愛
知
県
の
中
部
産
業
・
労
働
政
策
研
究
会

か
ら
は
、
来
年
開
催
す
る
万
博
「
愛
・
地
球

博
」
で
の
外
国
人
観
光
客
誘
致
の
取
り
組
み

事
例
が
報
告
さ
れ
た
。
愛
知
県
は
、
万
博
開

催
を
機
に
、
県
の
知
名
度
向
上
や
観
光
客
・

修
学
旅
行
生
の
誘
致
を
推
進
し
て
い
る
。
特

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
海
外
か
ら
の
観

光
客
誘
致
。
万
博
に
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
客

に
、
県
内
を
周
遊
し
て
も
ら
う
よ
う
、
ト
ヨ

タ
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
一
七
○
施
設
を
産

業
観
光
施
設
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
中
部

国
際
空
港
完
成
も
間
近
に
せ
ま
り
、
外
国
人

観
光
客
誘
致
の
取
り
組
み
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

行
し
て
い
る
。 

 

関
西
社
会
経
済
研
究
所
か
ら
は
、
東
ア
ジ

ア
か
ら
の
観
光
客
誘
致
の
取
り
組
み
事
例
の

報
告
が
あ
っ
た
。 

 

関
西
に
は
、
東
大
寺
・
法
隆
寺
な
ど
の
歴

史
遺
産
や
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・

ジ
ャ
パ
ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
な
ど
の
テ
ー
マ
・
パ

ー
ク
が
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
誘

致
を
、
関
西
経
済
活
性
化
の
起
爆
剤
と
位
置

づ
け
た
関
西
経
済
六
団
体
は
二
○
○
二
年
一

二
月
、
関
西
国
際
観
光
推
進
セ
ン
タ
ー
を
設

立
。
観
光
産
業
の
振
興
を
、
雇
用
創
出
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
関
西
に
集
積
す
る

歴
史
遺
産
や
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
施
設
な
ど
を
東
ア
ジ
ア
観
光
客
向
け
に

効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
自

治
体
・
経
済
界
へ
の
外
国
人
観
光
客
拡
大
に

向
け
た
提
言
、
外
国
人
向
け
関
西
全
域
観
光

用
マ
ッ
プ
の
作
成
、
中
国
上
海
で
の
観
光
客

誘
致
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
今
後
は
、

Ｕ
Ｓ
Ｊ
を
軸
と
す
る
関
西
Ｐ
Ｒ
番
組
を
作
成

し
、
中
国
・
台
湾
・
韓
国
の
修
学
旅
行
客
誘

致
を
進
め
て
い
く
。 

　
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
で

は
、
二
○
○
四
年
四
月
〜
六
月
期
と
、
七
月

〜
九
月
期
の
地
域
経
済
の
動
向
及
び
雇
用
情

勢
を
聞
い
た
。
四
〜
六
月
期
は
、
一
〜
三
月

期
と
比
較
し
「
好
転
」「
や
や
好
転
」「
横
ば

い
」「
や
や
悪
化
」「
悪
化
」
し
た
か
を
五
段

階
評
価
で
た
ず
ね
、
七
〜
九
月
期
も
同
様
に

四
〜
六
月
期
と
の
比
較
で
聞
い
た
。
そ
の
結

果
、
来
期
（
七
〜
九
月
期
）
の
地
域
経
済
を

「
や
や
好
転
」
と
予
測
し
た
の
は
北
陸
・
四

国
・
九
州
の
三
地
域
。
「
横
ば
い
」
が
北
海

道
・
常
陽
・
中
部
・
関
西
・
中
国
の
五
地
域

で
、
「
や
や
悪
化
」
は
青
森
の
み
だ
。 

 

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
も
、
四
〜
六
月
期
、

七
〜
九
月
期
と
も
経
済
動
向
と
同
様
の
形
式

で
き
い
た
。
そ
の
結
果
、
七
〜
九
月
期
の
雇

用
動
向
を
「
や
や
好
転
」
と
予
測
し
た
の
は
、

北
陸
・
四
国
・
九
州
の
三
地
域
、
残
り
の
六

地
域
は
「
横
ば
い
」
と
予
測
。「
悪
化
」「
や

や
悪
化
」
と
予
測
す
る
回
答
は
な
か
っ
た
。 

 

今
回
の
調
査
で
は
、
景
気
の
回
復
、
雇
用

統
計
の
改
善
は
続
い
て
い
る
が
、
原
油
・
原

材
料
価
格
上
昇
な
ど
で
先
行
き
に
不
安
を
抱

い
て
い
る
回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
以
下
、

雇
用
統
計
が
回
復
傾
向
を
示
し
て
き
た
北
海

道
、
関
西
、
九
州
地
区
、
一
方
、
雇
用
改
善

が
進
ま
な
い
青
森
の
特
徴
点
を
ま
と
た
。 
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第２回 地域シンクタンク・モニター調査結果から 

   
北
海
道
　
雇
用
統
計

が
改
善 

　
北
海
道
の
地
域
経
済
は
、
一
次
産
品
や
観

光
、
公
共
事
業
な
ど
に
依
存
す
る
割
合
が
高

く
、
製
造
業
主
導
の
景
気
回
復
の
恩
恵
を
受

け
に
く
い
側
面
が
あ
る
。
道
内
の
四
〜
六
月

期
の
地
域
経
済
動
向
を
「
や
や
好
転
」、
七
〜

九
月
期
を
「
横
ば
い
」
と
予
測
す
る
の
は
北

海
道
二
一
世
紀
総
合
研
究
所
。
四
〜
六
月
期

は
本
州
の
製
造
業
好
調
の
影
響
が
北
海
道
に

も
波
及
し
、
五
月
頃
か
ら
デ
ジ
タ
ル
家
電
の

販
売
が
好
調
に
な
っ
た
。
七
〜
九
月
期
は
、

猛
暑
の
影
響
で
個
人
消
費
拡
大
の
動
き
が
あ

る
も
の
の
、
公
共
事
業
の
縮
減
が
続
き
建
設

業
等
の
業
績
回
復
が
遅
れ
、
民
間
設
備
投
資

も
低
迷
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
的
に
横

ば
い
傾
向
に
あ
る
と
判
断
し
た
。 

 

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
も
、
四
〜
六
月
期
は

「
や
や
好
転
」
と
評
価
し
た
も
の
の
、
七
〜

九
月
期
は
「
横
ば
い
」
と
予
測
。
四
〜
六
月

期
は
、
大
型
ス
ー
パ
ー
開
業
に
よ
る
新
規
求

人
や
、
製
造
業
の
雇
用
拡
大
な
ど
、
失
業
率
、

有
効
求
人
倍
率
の
雇
用
関
連
統
計
は
持
ち
直

し
て
き
た
。
七
〜
九
月
期
は
、
道
内
基
幹
産

業
で
あ
る
建
設
業
や
農
業
の
繁
忙
期
に
あ
た

り
、
失
業
率
、
有
効
求
人
倍
率
の
さ
ら
な
る

改
善
が
見
込
ま
れ
る
。
し
か
し
業
種
に
よ
る

偏
り
や
、
正
社
員
の
拡
大
が
見
込
め
な
い
こ

と
か
ら
、
横
ば
い
で
推
移
す
る
と
予
測
す
る
。 

   

関

西
経
済
　
来
期
や
や
厳
し
さ
を
増
す 

　
関
西
地
区
は
、
現
在
二
つ
の
空
洞
化
が
深

刻
化
し
て
い
る
。
一
つ
は
生
産
拠
点
の
ア
ジ

ア
移
転
、
も
う
一
つ
は
、
本
社
機
能
の
東
京

移
転
だ
。
こ
う
し
た
関
西
地
区
の
現
状
が
、

地
域
の
経
済
・
雇
用
情
勢
に
影
響
を
与
え
て

い
る
。 
 

関
西
社
会
経
済
研
究
所
は
、
四
〜
六
月
期

の
経
済
動
向
を
「
や
や
好
転
」、
七
〜
九
月
期

は
「
横
ば
い
」
と
す
る
。
四
〜
六
月
期
は
東

ア
ジ
ア
向
け
を
中
心
に
、
輸
出
が
全
国
レ
ベ

ル
を
上
回
る
高
い
伸
び
を
示
し
た
。
個
人
消

費
も
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
優
勝
時
ほ
ど
の
力

強
さ
は
な
い
も
の
の
、
回
復
基
調
を
維
持
。

七
〜
九
月
期
は
、
前
期
に
引
き
続
き
ア
ジ
ア

向
け
輸
出
が
高
い
伸
び
を
維
持
し
て
い
る
が
、

関
西
経
済
牽
引
役
の
デ
ジ
タ
ル
家
電
が
、
生

産
増
に
よ
り
価
格
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
、

原
油
、
原
材
料
価
格
上
昇
が
製
造
業
に
コ
ス

ト
増
を
強
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
七
〜
九
月

期
の
関
西
経
済
は
や
や
厳
し
さ
を
増
す
と
見

て
い
る
。 

 
雇
用
情
勢
は
四
〜
六
月
期
が
「
や
や
好
転
」
、

七
〜
九
月
期
は
「
横
ば
い
」
と
す
る
。
四
〜

六
月
期
は
、
六
月
の
関
西
地
区
の
完
全
失
業

率
が
五
・
四
％
で
、
三
月
の
六
・
三
％
か
ら

○
・
九
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
改
善
と
な
り
、
全

国
平
均
失
業
率
（
七
月
で
四
・
九
％
）
と
の

差
を
縮
め
て
い
る
。
七
〜
九
月
期
は
前
期
の

流
れ
を
引
き
継
ぎ
、
失
業
率
・
求
人
倍
率
と

も
改
善
傾
向
を
示
す
が
、
①
景
気
減
速
が
鮮

明
に
な
る
と
契
約
・
派
遣
社
員
が
雇
用
調
整

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
②
関
西
地
区
は

雇
用
吸
収
力
が
依
然
弱
い
こ
と
③
生
産
工
場
・

本
社
機
能
移
転
と
い
う
二
つ
の
空
洞
化
問
題

が
あ
る
こ
と
―
な
ど
か
ら
横
ば
い
な
が
ら
、

楽
観
視
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

   

九
州
　
失
業
率
が
大
幅
改
善 

 

九
州
地
区
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
二
○
○
○
年
度
）は
、

全
国
の
九
・
二
％
を
占
め
一
割
経
済
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。
鉄
鋼
、
化
学
、
セ
メ
ン
ト
、

造
船
な
ど
従
来
の
重
厚
長
大
型
産
業
に
、
新

た
に
加
工
組
立
型
工
業
も
加
わ
り
、
一
九
九

○
年
以
降
全
国
シ
エ
ア
は
拡
大
。
と
く
に
シ

リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
、
カ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ（
集
積
回
路
）や
自

動
車
産
業
は
九
州
地
区
の
基
幹
産
業
に
成
長

し
た
。
九
州
経
済
調
査
協
会
は
、
四
〜
六
月

期
の
経
済
動
向
を
「
好
転
」、
七
〜
九
月
期
は

「
や
や
好
転
」
と
予
測
し
た
。
四
〜
六
月
期

は
、
九
州
地
域
景
気
総
合
指
数
の
一
致
指
数

は
一
○
五
・
八
（
二
○
○
○
年
を
一
○
○
）

で
、
一
〜
三
月
期
を
三
・
二
ポ
イ
ン
ト
と
大

幅
に
上
回
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
「
好
転
」
と

判
断
。
七
〜
九
月
期
は
、
設
備
投
資
に
広
が

り
が
み
ら
れ
、
資
本
金
一
○
億
円
以
下
の
中

堅
ク
ラ
ス
の
企
業
も
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
こ
と
、

公
共
事
業
の
抑
制
傾
向
に
変
わ
り
は
な
い
が
、

雇
用
情
勢
の
回
復
に
よ
り
今
後
は
個
人
消
費

も
徐
々
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
や
や
好

転
」
と
予
測
し
た
。 

 

雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
四
〜
六
月
期
は「
好

転
」、
七
〜
九
月
期
は
「
や
や
好
転
」
と
判
断
。

四
〜
六
月
期
の
九
州
七
県
の
有
効
求
人
倍
率

は
○
・
六
○
倍
で
、
前
期
を
○
・
二
ポ
イ
ン

ト
上
回
っ
た
。
○
・
六
倍
台
に
回
復
す
る
の

は
九
七
年
七
〜
九
月
期
以
来
、
二
七
期
（
約

七
年
）
ぶ
り
の
こ
と
だ
。
ま
た
九
州
八
県
の

完
全
失
業
率
も
五
・
六
％
と
、
前
年
同
期
を

一
・
○
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
過
去
最
大
の
改

善
幅
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
四
〜
六
月
期
の

九
州
地
区
の
雇
用
情
勢
を
「
好
転
」
と
評
価

し
た
。 

 
七
〜
九
月
期
は
、
景
気
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
調

査
（
六
月
）
の
雇
用
関
連
の
先
行
き
判
断
Ｄ

Ｉ
は
五
八
・
八
ポ
イ
ン
ト
と
一
一
カ
月
連
続

で
五
○
を
上
回
っ
た
こ
と
、
日
銀
短
観
（
六

月
調
査
）
に
よ
る
と
、
雇
用
人
員
判
断
予
測

Ｄ
Ｉ
（
九
月
）
は
プ
ラ
ス
二
ポ
イ
ン
ト
と
、

六
月
時
を
三
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
人
員
過
剰

感
も
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
や

や
好
転
」
と
予
測
す
る
。 

 

   

青
森
　
求
人
倍
率
連
続
最
下
位

を
更
新 

 

青
森
県
の
七
月
の
有
効
求
人
倍
率
は
○
・

三
二
倍
、
全
国
平
均
の
○
・
八
三
倍
を
大
き

く
下
回
り
二
五
カ
月
連
続
で
全
国
最
下
位
と

な
っ
て
い
る
。 

 

青
森
公
立
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

四
〜
六
月
期
の
経
済
動
向
を
「
や
や
悪
化
」

と
評
価
、
七
〜
九
月
期
も
「
や
や
悪
化
」
と

予
測
す
る
。
四
〜
六
月
期
は
一
部
の
鉱
工
業

生
産
の
回
復
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
水
面
下

に
あ
る
状
況
を
変
え
る
だ
け
の
パ
ワ
ー
に
欠

け
て
い
た
。
七
〜
九
月
期
は
製
造
業
の
回
復

は
見
込
ま
れ
る
が
、
建
設
業
は
さ
ら
な
る
落

ち
込
み
が
予
測
さ
れ
、
公
共
事
業
・
住
宅
建

設
は
低
調
。
景
気
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
で
も
、

三
カ
月
後
の
先
行
き
判
断
は
、
前
回
調
査
を

下
回
る
予
測
が
で
て
お
り
、
先
行
き
に
明
る

さ
が
み
え
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。 

 

雇
用
情
勢
は
四
〜
六
月
期
、
七
〜
九
月
期

と
も
「
横
ば
い
」
と
判
断
。
六
月
の
有
効
求

人
倍
率
が
○
・
三
三
倍
と
前
月
を
○
・
○
一

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
が
、
二
四
カ
月
連
続
で

全
国
最
下
位
を
記
録
。
七
〜
九
月
期
は
製
造

業
の
好
転
が
期
待
さ
れ
る
が
、
建
設
、
不
動

産
、
金
融
、
保
険
な
ど
が
足
を
引
っ
張
り
、

全
体
と
し
て
は
横
ば
い
に
な
る
と
予
想
す
る
。 

 

◇
　
◇
　
◇
　
◇
　 

 

モ
ニ
タ
ー
登
録
機
関
は
、
全
部
で
九
研
究
機

関
。
北
か
ら
、
㈱
北
海
道
二
一
世
紀
総
合
研
究

所
、
青
森
公
立
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
、
財

団
法
人
常
陽
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
、
財
団
法
人

中
部
産
業
・
労
働
政
策
研
究
会
、
財
団
法
人
北

陸
経
済
研
究
所
、
財
団
法
人
関
西
社
会
経
済
研

究
所
、
社
団
法
人
中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
、
四
国
経
済
連
合
会
、
財
団
法
人
九
州
経
済

調
査
協
会
。
（
写
真
は
実
施
団
体
の
Ｈ
Ｐ
掲
載

の
も
の
を
使
用
し
ま
し
た
。） 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
調
査
部
　
遠
藤
彰
） 




